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はじめに

わが国の国土のほとんどは農林畜産業を中心と

した人間活動により歴史的に攪乱を受け続けてき

ました。そのため、土地の利用・管理の結果形成

された生態系や景観が生物多様性に大きな影響を

及ぼしています。わが国の生物多様性の保全を図

るためには、生態系または景観のレベルで生物多

様性を捉え、それらの状態をモニタリングすると

同時に、その変化と生物多様性との関連性を検討

することが不可欠です。

そこで、英国でのCountryside Information 

System（CIS） 及 びCountryside Survey（CS）

の例を参考に、客観的に区分したわが国の農業生

態系から代表的な景観タイプを統計的に抽出して

モニタリング地区を定め、各モニタリング地区に

おいて種、生態系、景観の各レベルにわたる詳細

なデータを、体系的、効果的に収集・蓄積・利用

するための枠組みとして農業景観調査情報システ

ムRuLIS（Rural Landscape Information Sys-

tem）を構築しました。ここでは、その概要と、活

用法を提示します。

農業景観調査情報システム（RuLIS）の概要

国土全域を対象に、３次メッシュ（約１km×１

km）を単位として、気象、土壌、地質、地形、植生、

交通立地の因子に関わる数値地図情報を多変量解

析の手法により統計的に処理し、全国農業生態系

を46クラスに区分しました（図１）。同時に、利

根川流域に分布する下流域低地水田景観（クラス

6-f）、下流域台地谷津田景観（クラス6-g）、下流

域台地市街化景観（クラス6-h）、内陸部水田景観（ク

ラス6-d）から各８地区をランダムに抽出し、合計

32メッシュのモニタリング地区において、空中写

真の判読等により土地被覆図（現況及び1970年代）

を作成しました。一方、植生については、抽出し

た各モニタリング地区内において、放棄水田、畦畔、

二次林、水田脇斜面植生を対象に、種組成、種ご

との高さ及び被度、位置情報等を中心としたデー

タを収集しました。このように生物相の調査を行

いデータベースとして構築しています。
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図１　農業生態系区分模式図
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RuLISを活用した植生群落タイプの解析

利根川中下流域を代表する農業生態系クラスを

事例として、上記の方法により得られたモニタリ

ング地区の植生データをもとに、統計的な手法を

用いて群落タイプを類型化しました（図２）。この

結果は、別途茨城県南部において集中的に実施し

た植生調査の結果とほぼ一致し、指標種もおおむ

ね共通していることが確認されました。以上から、

本調査・解析システムで得られた植生情報は、当

該クラスの植生分布状況を精度よく示していると

考えられます。また、これらの群落タイプの立地

や管理履歴にもとづいて作成した植生変動の模式

図（図２）を用いることにより、休耕田・放棄水

田に出現する植生タイプが管理形態の変化に伴っ

てどのように変化するかを予測することが可能と

なりました。

RuLISを活用した生物多様性のポテンシャル評価

土地被覆状況に関するデータから、景観構造の

変化を解析・推定することが可能です。たとえば、

チョウ類の生息にとって重要とされる「水田－のり

面（草地）－森林」の組み合わせからなる景観を

抽出する指標として、土地被覆図に示された水田

と森林の境界長に着目し、土地利用タイプとの関

係を次式のようにモデル化することができます。

　Y＝0.0026X1＊＋0.0023X2＊＋839

　　　　Y：チョウ類の生息ポテンシャル

　　　　X1：水田面積、X2：森林面積

さらに、このモデルを全国で均質なデータが整

備されている国土数値情報の複数年次のデータに

適用することにより、各年次の生物生息ポテンシャ

ル図を作成し、生物生息環境の変動を評価するこ

とが可能です（図３）。下流域台地谷津田景観（ク

ラス6-g）では、最近の25年間で、チョウ類の生

息に適した景観構造が顕著に減少していることが

示されました（図３）。また、水田と森林の境界長

については、クラスごとの景観の特徴を反映して、

下流域台地谷津田景観では水田面積と相関が高く、

一方、下流域低地水田景観では樹林地面積と相関

が高いことが示されました。

おわりに

農業景観調査情報システムは、地域スケールか

ら国土スケールに至る生物相の長期モニタリング

のフレームとして活用できます。具体的なインター

フェースの開発、データフォーマットやデータ管

理の方法等については、実用化に向けての検討を

さらに進めます。
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図２　 休耕田・放棄水田植生の群落タイプの推移と立地条件・

管理履歴との対応模式図

図３　 利根川流域台地谷津田景観域における森林－水田の境界長を

指標とした生物生息ポテンシャルの推移
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